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日 時：令和６年７月３１（水） ９：３０～１５：３０
場 所：新潟美咲合同庁舎 敷地内
主 催：北陸地方整備局、北陸信越運輸局
バリアフリー体験参加者：２４組

地域の方に、国土交通行政の一端
を知っていただくことや防災意識の
向上を目的として、「北陸地方整備
局・新潟地方気象台・北陸信越運輸
局見学デー」が開催されました。
イベントスペースに「バリアフ

リー体験コーナー」を設け、誰もが
安心してくらしやすいまちづくりの
大切さを学んでもらうため、バスや
庁舎施設内での車椅子体験や高齢者
疑似体験を通じて「心のバリアフ
リー」の啓発を行いました。

会場のようす実施概要

（車椅子体験）
・車椅子で乗ると周りの人を待たせてしまい焦ってしまう。お互いに気持ちの余裕が大切
・車椅子を押すのはかなり力がいるので、サポートが必要。
（高齢者体験、白杖体験）
・バスの手すりにつかまらないとうまく車内に入れず苦労した。
・点字ブロックの大切さがよくわかった。

バリアフリー体験参加者の感想

北陸地方整備局・北陸信越運輸局の取組み



日 時：令和６年９月２３日（月） １０：００～１５：３０
場 所：万代シテイ通り（新潟市）
バリアフリー体験参加者：４５名（内訳：車いす体験３４名、高齢者擬似体験１名、視覚障害体験１０名）

会場のようす実施概要

（車椅子体験）
・車椅子でもバスに乗れることをみんなに知ってほしい。 ・自力では乗り降りできないことに気づいた。
・車内の車椅子専用スペースが快適に感じた。
（高齢者体験）
・身体の負担が大きいと日常の動作に不自由するので、周りのサポートが重要。
（視覚障害体験）
・（ゴーグルをかけると）見えない色があり、書かれているものが何か分からない。 ・こんな風に見えると思うと、不安。

バリアフリー体験参加者の感想

万代シテイバスまつり２０２４でバリアフリー
教室を開催しました。バリアフリー体験ではノン
ステップバスに車椅子で乗降車する体験と特殊な
重りや装具を着けてバスに乗降車する高齢者疑似
体験を実施しました。また、見えづらくなるゴー
グルを着用する視覚障害体験も実施しました。
それらの体験を通じ、障害等の有無にかかわら
ずお互いに支え合うことの大切さを発信しました。
また、バスのバリアフリー設備に関するパネル
展示も行いました。

北陸信越運輸局の取組み①



日 時：令和６年１０月５日（土）１０：００～１５：００
場 所：金沢市役所庁舎前広場
主 催：金沢市、金沢市交通まちづくり協議会
協 力：北陸信越運輸局石川運輸支局

都市の中心部でマイカーを使わない日を設け、交通や環境、都市生活と車の使い方に
ついて、市民が考える機会を提供する社会啓発活動「カーフリーデー2024in金沢」が
金沢市で開かれました。
会場である金沢市役所庁舎前広場では交通事業者や大学など様々な機関による展示や

体験等が実施され、エレベーター付きバスやユニバーサルデザインタクシーであるジャ
パンタクシーを用いた乗車体験も行われました。
石川運輸支局もブース出展をおこない、公益社団法人石川県バス協会等と連携し、バ

スの利用促進に関するＰＲ活動をおこなったほか、高齢者障害者等施設などの適正利用
に関するポスターの展示やバリアフリーハンドブックの配布をとおして 「心のバリアフ
リー」に関する周知・啓発を行いました。

北陸信越運輸局の取組み②



日 時：令和６年１０月２３日（水）１３：１０～１４：４０
〃 １４：５０～１６：２０

場 所：富山短期大学
主 催：北陸信越運輸局
対象者：富山短期大学幼児教育学科生（計７９名）

富山短期大学幼児教育学科の学生を対象にバリアフリー教室を開
催しました。
バリアフリー法、障害者差別解消法に関する講話の後、高齢者疑
似体験や、視覚障害者疑似体験、車椅子体験（福祉車両等乗降、介
助）をおこない、心のバリフアリーの体現に向けて、障害者や高齢
者の気持ちを体験するとともに、声かけなどのコミュニケーション
の重要性を学びました。

実施概要

北陸信越運輸局の取組み③



北陸信越運輸局の取組み③



日 時：令和６年１０月２６日（土）１０：００～１６：００

場 所：ＪＲ新潟駅南口広場

主 催：第３１回「鉄道の日」北陸信越地方実行委員会

参加者：延べ３，９００名（イベント来場者）

「第３１回鉄道の日記念イベント」が新潟市で開かれ、会場であるＪＲ新潟駅南口

広場では、管内鉄道事業者等によるブース出展をはじめ、様々な催しがおこなわれ、

多くの鉄道ファン、家族連れで賑わいました。

北陸信越運輸局も「バリアフリー体験コーナー」を設け、老人性白内障になるとど

のように見えるか体験できるゴーグルを用いたコーナーや、線状ブロック、点状ブ

ロックとともに、鉄道イベントにちなんで「内方線付き点状ブロック」を組み合わせ

たコースを設置し、白杖を用いて歩いてみる体験コーナーを設置しました。

大人から子供まで多くの方に体験いただき、内方線付き点状ブロックの機能などそ

れぞれのブロックが果たす役割を理解いただくとともに、各種体験を通して目の不自

由な方が駅を利用されるときの気持ちを体験してもらうことで、声かけを通したホー

ム転落等の事故防止への啓発に繋げました。

北陸信越運輸局の取組み④



日 時：令和６年１０月１８日（金）９：３５～１１：５５
場 所：新潟市立中之口東小学校
主 催：北陸信越運輸局
協 力：西蒲区社会福祉協議会、新潟交通観光バス株式会社
対象者：新潟市立中之口東小学校 ４年生児童（１６名）

〇実施概要
新潟市立中之口東小学校の児童を対象にバリアフリー教室

を開催しました。
児童たちは、車椅子を使って校内施設とバス乗降時のバリ

アフリーを体験しました。それぞれがペアを組んで車椅子の
使用者役と介助者役に分かれ、使用方法、バス乗降時の介助
方法や車椅子を固定する装置の説明を受け、普段の生活で車
椅子を使用する方にとってどのような支援が必要になるか等
を学んでもらいました。

○参加した児童の感想（抜粋）

車椅子で段差を登るのがむずしかったです。バスに乗る
時と降りる時も力がいるからむずかしかったです。人のこ
とを考えることがよくわかりました。困っている人がいた
ら助けようと思います。

僕は車椅子を押して、乗って、福祉の重要性がよく分か
りました。車椅子での生活が普通の人よりとても難しいこ
とを実感しました。また、段差の大きいところで車椅子を
上げるのはとても難しかったです。車椅子に乗る人には、
とても親切に、丁寧に対応する必要があると思いました。

車椅子に乗っている人は大変だなと思いました。でも
色々な人が手伝ってくれたりしたので、温かい気持ちにな
りました。階段を登ったり、降りたり、出来ないけど学校
にもバスにもスロープがあって、便利だなと思いました。
困っている人に声をかけるのは勇気が必要だけど、少しで
も助けられるように頑張りたいです。

北陸信越運輸局の取組み⑤


